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月日 内容
8 月 18 日 オリエンテーション / 昆虫・脊椎動物分野：展示メンテ・標本整理ほか
8 月 19 日 昆虫・脊椎動物分野：脊椎動物標本作製ほか
8 月 20 日 植物分野：植物標本の整理 / 植物文献の整理 / 標本情報の活用など
8 月 21 日 地学分野：地学資料の同定と整理 / 調べる会準備
8 月 22 日 動物分野：展示事業の実際
8 月 23 日 教育普及活動の実際：「標本の名前を調べる会」
　他に、昆虫分野においても昆虫標本の保存を体験させて頂いた。昆虫標本は、採集者によって分類
され、ピンで留めてドイツ製の昆虫箱に収蔵される。
　資料において保存方法はそれぞれ違うものの、長期間保存できるものにするには大変時間を費やす
ことが分かり、また物によっては、非常に壊れやすく慎重に扱わなければならないため、手技とそれ
に配慮できるための知識を持っておくことの大切さを改めて感じた。  
　また、それをこなす学芸員の業務の多さに驚いた。実際、寄贈された動物の毛皮や昆虫標本など、
保存のための処理や、データベース化されていない状態の資料が多くあり、手間やスペース的な問題
から、活用しきれていない現状であることを学芸員の方の話から伺えた。資料を有効に活用するため
にも、深い知識を持つことが必要であると感じた。
　次に、動物分野の実習で行った「展示改正プラン」の作成である。実習生は、自由に展示室を見学し、
各自考えたプランを発表し、ディスカッションを行った。私の考えたプランは、先述の通り活用され
ていない資料が収蔵庫にあったことが印象に残っていたので、その活用法として
① : ジオラマの作製
② : クイズとしてのハンズオンコーナーの設置とそのヒントとして生態的特徴の記載
③ : 目線の高さに考慮した展示物の並び替え
この 3 つを考えた。
　グループディスカッションでは、私の案の「全年齢が視覚的に楽しめることに配慮した並び替えや
参加型の展示」には賛成という意見も挙がった。しかし、それを実現するとなるとスペース的な問題、
そしてやはり有効に活用されるのかと言った現実的な問題もまた挙がった。来客者がより楽しめる、
理想の展示案が自分の中であるものの、そういった博物館側の問題への配慮が足りなかった。
　この企画改修プランは、数年に 1 度、実際に学芸員の業務の一つとして行われているそうである。
実際に博物館で学芸員として展示改修を担当して考えるようになったとしても、今の自分の感覚では
企画改修プランが採用されるには厳しく、また、もし採用されたとしても、博物館の経営が成り立た
なくなってしまうのでは、という恐れを感じた。私の案と違い、そういった経済的な面に考慮した人、
絶滅危惧種等についてより深い教育効果の得られる案を考えた人、足跡や豆知識を周辺に貼りつけ、
来館者に楽しんでもらう工夫を考えた人など、私とはまた違う視点で考えられた案を見るのは、大変
勉強になった。
　私が特に参加を楽しみにしていたのは、教育普及活動「標本の名前を調べる会」であった。この会では、
実際に各分野の専門家の方をお招きして、持ち寄った標本の同定を行う。当日は、植物分野で学んだ
標本の作り方の実演と、受付や誘導を行った。
　参加者は夏休み期間中ということもあり、子ども連れの親子や子ども同士で来ている人が多く、中
には毎年参加しているという常連もいた。専門家の方や学芸員の方の教え方は非常に興味を引くのが
上手く、傍で見ていた私まで思わず引き付けられた。専門的な知識を多く持っていればもっているほ
ど興味を持ってもらえる機会が増え、より楽しんで貰えるのだということが分かった。また、倉敷市
立自然史博物館では他にも季節に沿った様々な教育普及活動を行っているが、このような活動には、
友の会 ( ボランティア ) の育成や地域の人々の協力が必要不可欠であることが分かった。
　企画を考える上でのヒントも多く得られた。その一つが地学分野で行った石膏の三葉虫・アンモナ












動物サポータ－ 到津の森公園友の会 到津の森公園基金
特定の動物へのえさ代を支
援していただくことで、里
親として動物たちに愛着を
持ってもらおうとするもの。
特定の動物だけでなく、動物
の管理・環境といった、広く
園全体の運営を支援するもの。
到津の森公園に寄せられた寄付
金等を生かして、動物の購入
など特色ある運営に役立てるも
の。
